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2003年度第6回例会発表要旨

日時:2004. 2. 29 (臼)9:∞-12:∞ 
会場:中野区女性会館研修室

書評:“AlmaRose li1enna釦Ausehwitz"by 

Richard Newman with Karen Kirtley 

(Am.adeus Press ， 2∞0) 
小中慶子に助、けいこ)

本書は、アウシュグィッツの収容所で亡くなったず

アイオリニスト、アノレマ・ロゼー (1筑)6.11"'1倒4.5)

の生涯について描かれたものである。ハードカバーで

仕版された後ペーパーパックとなった。英語の原書が

出た際に吋'beぬwYork TImes"を初めとする多数の

書評で好評を得たほか、 ドイツ語にも翻訳され、

ちpiegel"誌の蕎平で、も好評を得ている。

アルマ・ロゼーは、女性ヴァイオリニストとして名

前が知られている割にその人物像についてはそれほど

明らかにされてこなかっTロもちろん、グスタフ・マ

ーラーの妹ユスティーネを母親に、ウィーン宮廷歌劇

場のコンサートマスターを務め、ロゼー・カルテット

の主催者でもあるアルノルト・ロゼーをう議見に持ち、

さらに叔父エドゥアルトはチェリスト(彼もマーラー

の妹エマと結婚)で兄アルフレッドも音楽学者、とい

うルーマニア出身のユダヤ人音楽家一族の一人である

ことは知られているだろう(そして、マーラー家もい

うまでもなくボヘミアのユダヤ人一家である)。また、

彼女がアウシュヴ、イッツ=ピソレケナウ収容所甥2基

斡収容那で女性オーケストラを組織・指導・指揮し、

そこで日常的に優れた演奏活動を行っていたこともあ

る程度知られているかもしれなし、しかし、彼女はア

ウシュヴィッツに移送される前にヨーロッパ全土で音

楽家としての名声をすでに確立していたのである。に

2 

も関わらず、そこまで含めた彼女についての資料はほ

とんどないのたこれまで出販された彼女に関する資

料としては、収容所の中で女性オーケストラ団員とし

て過ごした2人による著書、 F担iaFe配Jon， Sm切

戸町l~ Si伯ik， (Paris， Opera Munci， l'釘6)

併獄『ファニア歌いなさしせファニア・フェヌロン

著穂同孝夫訳文事春秩社 1981) と、 A出組

Lasker-Wal盟問h，益法的t泊e的必 1939・1945， 

任ρndon，Giles de ]a mare publis註rr-sLTD，1銃犯)

偶訳『チェロを弾く少女アニタ アウシュヴィッツ

を生き抜いた女性の手言i辺アニタ・ラスカー=ウォル

フィッシュ著鹿島淳一訳原書房 2003)の他、収

容所の女性オーケストラ研究であるGabrileKnapp， 

Das Frauena立匙出町血AU8治版記z:musika必拍e

n回母国rbe:it四 d必reBewii均l111g， (Hamburg， 

VonB:池eL1鰯)の3種類が主なものとして挙げら
れる。しかし、これらの中で主に描かれているのは、

いずれも収容所における彼女でしか加、しかも、ア

ルマを音楽的には高く評価しつつ「人間的に冷たく強

情、自己中心的jと手厳しく評した声楽家ブェヌロン

に対し、反論としてチェリスト、ラスカー=ウォルブ

イツシュカ著書を出版したと言われている経緯を見て

も、前二者はたいへん貴藍~証言であるにしても、あ

る特定の個人の目から見たアルマの印象カヰ苗かれてい

るに過ぎないとも言える。

そういう状況下で出版されたこの書物について、

特筆すべきは著者である音楽評論家・ジャーナリスト

であるリチヤード・ニューマンが、編集者でアマデウ

ス・プレスの編集デ、イレクターも務めたカレン・カー

トリーとの 20年以上の歳月に渡る共同作業により、

アウシュヴィッツ内外で彼女と関係のあった1∞人以

上の人々(うち、収容所オーケストラメンバーは 23

人)へのインタピューを実植し、それをもとに構成し

たものであるという点、すなわち、様々な視点から多

角的に描かれたアノレマ像が理揮できる初めての書物てo

ある、という点にあるだろう。もうひとつ、本書全約



4∞ページのほぼ半分を害jし、て、収容所移送前のアル

マの人物像A守活動につい・て書かれていることにも注目

したし、。

さて、アルマの兄アルフレッド (1奴沼---75)は生き

延びて戦後カナダの西オンタリオ大学音楽学部教授を

務めたが、戦去すぐにこの地でニューマンと知り合っ

た。アルブレッドは1963年にニューマン夫妻を遺言

樹T人として指定したが、これと時期を直線して済稼

の交流カ糠まり、ニューマンがアルフレッド家の倉庫

に眠っていた60通以上のアルマの手紙を見せられた

ことをきっかけとしてこの本が生まれたという。また、

マーラー母閉渚として名高いラ・グランジュが、マー

ラー関係の資料をアルフレッドから借用し、アルフレ

ッド死去後に完成した本をアルフレッド広場喜マリアに

捜したときに、一緒にフェヌロンの著作も渡したとこ

ろ、これを読んだマリアが、これは本当のア/~像で

はないから何とかしないといけないと思った、という

こともこの書物の成立に関係しているようた

この書物で明らかにされたことはあまりに多く、到

底ここで紹介しきれるものではないが、いくつか取り

上げておこう。まず、彼女が収容所に入る前、ウィー

ンですでに女性オ」ケストラを作っていたことは注目

に値するだろう。当時すでに、カフェやレストランで

演脅する女性オーケストラはいくつかあったものの、

アルマは接請的に誰かに依存することなく、レヴェノレ

の高い擁奏活動ができる音楽集団を作りたいと考えた

よう尤声楽家も含むこの封主オーケストラはアルマ

の験しい指導のもと 1部3年にデビューし、ヨーロツ

パ主要額計Tで対離を得たが、この 1933年という

のはナチス・ドイツが台頭した年でもあり、実際ミュ

ンへンでl'ii寅奏を中止させられるなど苦労もしたよう

たこのあたり¢諸々の事情を読むだけでも、この書

物の意義はあるだろう。また、アノレマはプライドが高

く、常に音楽のことで頭が一杯だった、とフェヌロン

が語っているのは、数多くの証言から見ても事実のよ

うである。音楽のことばかり考えていた切ハか、叔父
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マーラーと違って、彼女は自分がユダヤ人であるとい

う意識をほとんど持っていなかったという。彼女はチ

エコ人ヴァイオリニスト、プシホダとの最初の結婚を

餅持したあと、非ユダヤ人と結婚したほうが安全かも

しれないという周囲の配慮によって 42年にオランダ

人チェリスト、ボL・ンカンプと結婚し、短い幸せな生

活を送ったが、その年のうち回収容所に移送されてし

まった。この、 f自分がユダヤ人であるとしづ意識をほ

とんど持っていなかったjことからもわかるようlζ

彼女のある部分能天気とも見える性格が、状況に敏感

なフェヌロンたちとそりが合わず、手厳しい評価とな

ったのかもしれなハしかし、収容積の対生オーケス

トラ団員は 49名、うち収容淳稗放直前に亡くなって

しまったアルマ以外の48名は全員生還しており、厳

しい指導を通して彼女たちの生きる気力を収容所軒数

まで支え続けたとし、う剥も見ても、やはりアルマの

戎績は偉大だったといえるのではないだろうか。

以上、この本で初めて明らかにされてきた部分から

いくつか取り上げてきたが、これらの事実を明らかに

しただけでもこの書物の意義訪2十分に理解されるだろ

う。巻末にはアルマ周辺の家系図や多数の参考文献、

インタビューに応じた人々の名前相反容所でのオーケ

ストラメンバーの名前もタl障されている。もし、欠点

を挙げるとすれば、年表がついていないこと、またア

ルマの手紙も含めて日付なしの資料が多いこと(もと

もと白付のない草捧比多いらし川、そして、取り上げ

方がやや!j執がかつており、もう少し客観生がほしい

と思われる部分も多々あったこと、等が挙げられるか

もしれない。しかし、それらを霞壊しでも、やはりこ

の書物が出たことの意義は大きいと思ゐれる。これを

蓑織として、さらにアルマ・ロゼ}やアウシュヴ、イツ

ツの女性オーケストラ、あるい由民容所での音楽活動

などについて研究が進められることを願ってやまない。



2004年度第1国例会発表要旨

日時:2004. 4. 25 (日)9:副)-12:∞
会場:中野区女性会館研修室

作曲する女性たちを描いた19世紀末イギリス

小説-Mona Caird， The Daug助 '1'8of 
DaIJll回および StanleyV. Maki用er，The 
A必叩'1'ofM四訟を中心!こー

吉田 朱襲 {よしだ却すみ)

f女に作曲は可能なのか?Jこの f女性作曲家をめ

ぐる間顕WomanCompc:蹄rQu間出n)Jは少なくと

も過去1∞年以上にわたって、さまざまな議論・理論

を生み出してきた。作曲活動を男性に限定された行為

と考える風潮は、現在に至るまで根強い。イギリスの

美学雑誌The品或幼ゐm国 lofA部島段-，:;の筑肪

年に出された特集号、“1部0・箆削:_Ae成除勧泊

Bri組担"の巻頭には、Gordon白油a坦による、 f音楽

の中の封生f恥雌n血M¥国ぬという論文が載せ

られている。その中で白油amは西洋音楽の歴史の中

に、 f偉大な対生作曲家jが見あたらないという現象に

ついて考察を試みる。

f男性中'Ji:;唱句桜華史観による選別により、女性作曲

家が見過ごされてきたのではないカモj、あるいはf主投

たちは、特定の目標を目指さないように教えられてき

た結果、その目標を追求するための自信を失ってきた

のではない判という可制羽市晶reiaCitronらフェ

ミニズム掛評家によって近年指摘されてきていること

は知っていながらも、 Grahamはそれらの可揺生を認

めようとしない。表向きは fわれtオもは生物学的な説

明を有してはいないjと述べではいるものの、白油am

の次の文は結局、女性作曲家がd唾tであるという現象

を、生物学的決定論によって説明しようとしているよ

うな印象を与える日男性と女性との開に重要な差異が

存在するということは動かせない事実なのた…現在
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および未来永劫、子どもを産むのは対生だけである。

男性が羨んだところで、この事実に変わりはなし、で

は、重要な楽曲を作曲できるのが男性だけだとしても、

そのことによって、自分の地位や尊厳を気にかける女

性たちが轍Eしなければならないしわれがあるだろう

か?J しかし、この「女性は出産という機Eで満足し

ろjと聞こえかねないG四hamの言い分こそ、まさに

19世記中葉から綿々と語られ、封生カも作曲の機会を

奪ってきた一連の理論を受け継ぐものではないのれ

本発表で中心的に扱うMonaCaird， The 

Dazゆtersof Da邸周(18'ω注1および S如i1eyV. 

M油owe:ζ TheM註mrofMz班員dl樹6)出の2篇の小

説は、ともに作曲する女性を主人公としている。対生

をめぐる当時の託会状況を三人税ゆ語りを通じてリア

ヲスティックlこ描き出す宝'heDa噌加盟ofDana凶

〈以下DDと略記左、既存の音楽f儲nについての美

勃号考察を多く含む幻想的な日記の形式をとる路e

脆空白・ofMz国語r:(以下MMと略記とでは語りの手

法の面からも、一見全く異なる印象を読者に与えるか

もしれなし、だが両者に共通する大きなテーマがあ

る:天才的な作曲能力を持つ刻生と、その才能を発揮

させまいと抑圧する社会との葛藤の物語である。

DDの主人公Hadriafi.d!島身時代には f女の子がが

んばるの;訴IJ己的なことj品、う母親によって、握婚

してからは f女の義務Jという言葉を振りかざす夫に

よって能力発揮のための時間もエネルギーも奪われる。

おまけに周留の人々の大半は f自己犠牲こそが女性の

美徳Jと信じて疑わなし九ついに意を決して夫の許を

蕗智弘フランスで作曲活動をはじめるHa，む狙だが、

パリの一流音楽家から f天才j という評価と、才能を

環境の犠牲にしないようにとのア r/{イスをもらった

矢先、制2病気で倒れたとの知らせが届く。こtLU上
の心労をカ斗すると命が危ない、母親のどんな希望にも

従うようにとの医者の指示で、自分の才能をとるか母

親の生命をとるか賓輝の選択を迫られたHadriaは、

再び家庭の中に引き戻されてしまうので、あった。

ゑ仰の主人公sarahKaftalの担母は才能あるヒ?

ニストであったが、RobertSchumannの『謝肉祭』



からの一曲を演奏中に狂気に陥りそのまま亡くなった。

やはり誰よりも深く音楽を理解するsarahが「プロの

音楽家になりたしリと言い出したとき、父親は「そん

なことを考えてはいけないjという。娘が祖母の轍を

踏むのではと恐れたのた「身体にさわるからjと作曲

することも、ピアノに触れることも、ものを書くこと

も禁じられながらも、 Sarahは家族の自を盗んで、作曲

と日記の事噂を続ける。そして完成した安望華街の勇軍普

を拍え、理解を得られそうな唯一の人物であるバイオ

リンの名手の男位当りもとに走る。受饗酪は初演の機会

を得て成功に終わるものの、終演後に倒れたS紅油が

意識を取り戻すと、たった一人材麗芳に閉じ込められ

ているのに気づく。Bee'出.oven， Schumann， Wagner 

につづく新しい世代の天才として造形されている

Sarahはこうして f狂気jのカテゴリーに闘い込まれ

てしまう。彼女の死後、人々は f革鞠怜作曲家jと

して“b企a}"という姓を知つてはいても、その作曲家

が対空であったことは忘れ去っているのである。

この二つの作品がともにフィクションであり、資料

として用いる上寸糞重さ治2要求されることは言うまで

もない~表では Carol NeWs-Batesの Jfomenin 

M瑚tなどからの史料も適宜参照する)。しかし、こ

れらの小説に共通してみられる問題意識や、女性叫乍

曲行為を阻む多数者側の登場人物の用し、る論理などは

たしかに当時の担金状祝を照らし出しているようであ

るとはいえまいれそこで描カれる、女皆様髄性や

1蛸1J1主を否定し型にはまった生き方を押し付けようと

する担会的・文f的圧力はいかに才能ある女性から

であっても自己実現の機会を奪い去りかねないほどに

強い。

プロットの上だけ見ると悲劇的・悲観的な傾向が強

いようi乙習われるかもしれないこれらのこ作品だが、

希望がないわけではない。天才的な女性の悲劇を提示

するとき、そこには言葉の力に対する信頼、読者に対

する信頼、そして音楽の力に対する信頼があったので

はない7J¥MMが、まさに対空の天才の存在を否定し

たscl時 e油a田 rの天才概念を当てはめながら天才的

対生としてのS町油を造形していくとき、またDDが
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rr自然]1こよって定められたとされている女性の御i
の大半が、実は文イ凶告に構築されたものなのではない

判との賠題意識を提示するとき、読者はそうし、った

女性像明間題意識を共有するよう促されるであろう。

E. F. Ben却 nのイ電車Dαゎ(1893)には実在の女

性作曲家E泣lelSmメhをモデルにしたと思われる

E必ぬという登場人物が出てきて、以下のように言

う:r人々が自分で気づかす腎っている感情や考えを音

楽は認識可能にするJoDDのE担金おもMMのSarah

も、世界の真理を深く見通対E力に長け、当時の対空

をめぐる状祝に対してとりわけ敏臆である。だが、彼

女たちの直面する問題は決して傍タ拍9な一部の女性た

ちだけのものではなく、特にDDにおいてはすべての

対生の生き方に関わるものとしてあらわされている。

自らを fバッカス的j と形容することもある Haむ訟

の音楽は社会秩序を揺るがすような破壊力をもち、

Nie白田heの言う「ディオニュソス的音楽Jを想認さ

せる。それはまた、たとえまだ無意識のうちであって

も多くの人に共有されているはずの問題キ感情に形を

与えようとする音楽である。

「個人の力で環境を変えることはできるか?J-

DDの中で臨む担が操り返し発する間いである。

Hadx訟の硝虫な関いは物語の中では挫折に終わる。

しかし、その闘し、が同様の意識を共有する多くの併樹

とともに関われるものとなったら、という履いが作中

にはこめられているのt~

注1)品副，Mona. TheDaughtersofJJanaus.l卸4.ぬw

York:Fe出血stPress at the Ci全yU:国vers均of除 wYork，

1後ID.

注2)Makower， Stanley V The A必wrofMu.密:wndon: 

John Lane， Hl並5.



2004年度第3国例会発表要旨

自時:2004. 8. 7 (土)9:∞-12:∞ 
会場:中野区勤労樹i桧館礎謹

バロック時代(16∞-1750)のイタリア人
女性作曲家

小池智子にいけともこ)

現在のイタリアという国に相当する地域l士、バロック

時代には音楽において、欧1州をリードする存在であった。

にもかかわらず、現在ではイタリアのバロック音楽が演

奏される機会は、残念ながら日本はもとより世耕包にみ

ても決して多くはない。手幼主イタリアでバロック音楽を

中心に活動し始めてから出会ったイタリア・バロック音

楽の数多くの作曲家と披らの作品を、もっと日本に普及

させるためにどのようにアプローチすべきかを思案して

いたところ、この時代の数人の女性作曲家の存在とそれ

らについて研究・演奏する団体を知った。了度私も、イ

タリアで共にバロック音楽を学んだ日本人女性5人で、演

奏グループを結成し活動を始めたところだったので、こ

の時代の女性作曲家について静ぺてみることにし丸す

ると、前トなほど隠れた女性作曲家が多いことが分かつ

たのである。事案、私もそれまでは、作曲家ジュリオ・

カッチーニの娘フランチェスカ・カッチーニヰ詩人ジュ

リオ・ストロッツィの養女バルパラ・ストロッツィぐら

いしカ:知らなかったのであるが、この時期のイタリア人

女性作曲家のほとんどは、他国のそれと比較すると圧倒

的にf協数や出版為替数も多いのにも村わらず、その
存在すらほとんど知られていないのである。

そこで、まずここでパロック時代のイタリア人女性作

曲家と作品を整理してみたい。

I. ，(ロック時f切女性作曲家とその作品
作品の後ろの( )内は、作曲年あるいは出版地・年、および情有図書

館・出樹tf:;，

Pは、例会当日妻糖、した曲。( )内は演奏団体名。

t) Pao1a MASSARENG盟(P:世幽1565?う
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2) Lω>llora ORS到I/ORSINA(ca.1民泊-Roma1出4)

“Per pianto 1a mia但rne"

3)羽白血ARCHlLEI<Roma 15田-Firenze 16181) 
4) Caludia CATrANEA 

5) Caudia SESSA (ca1570-1617?) 

“Occhioお由民divoi"“羽悔ne，pぽ詰問:3.'泊<Cano即

日antodei Maira弛irgine> di Angelo GRII.Jρ 

仇らnezia1613) t"Occhio io討踊idi voi"(Cappella 

A武e凶sia)

6) RaphaeIa ALECYITI (1570一位1620)

<Sacrae can“ones quinque，舘ptem，octo et de田m
vぬb国似組組nde>(1593) ※宗教酪上の女性初出版

7) C回紅白a日ぬDeτ'INGOIl
<Madr事 lia 5 voci ∞nun必aJogoaot如〉仇nezia
1597) 

8) VIt加，riaALECYITI(1573・低16却)

<llG訟rdinode'm国民釦四re位>(1関1)

<GhirIanda de ma企郡五a4Vl田i>(1593)

9) S叫pit訟CESIS(1577 -dopo1619) 

<Mo総出 spiritualia 2，4，5，6，8 e 12 VI∞i> (Modena 

1619) 

10)Aゐ四国Baro由主A阻..E(p，曲週土po佃 .1580‘1640)

11) Frana糊 CACαNI(Firenze 18幻 587・1641)
<ll ballo delle zi伊ne>(Firenze 1615) 

<ll pri血O話brodelle M田ichea una， due e t詑 Vぬ

〉航路間 1618/F-BN)

t"Dおpiegate♂laIlCiean羽nte"(LaPr主navera)

<La liberazione di Ru語ero dall'isoIa di 

A恒na>CFir閣誕 16251SPES) ※封生初また伊酎向上

演された初の伊オペラ

<llRinaldo担問血ぽ混加〉

12) Lucrezia白羽a羽盟ANII VEZZANA侶010伊a
1590・7.3.1船:2)

<Compo出mentimusi館lidamo伽 tti∞n既成atia1e
piu' voci> (Venezia 1623) 

<CoIl<世話musicali>

13)必ba'I官ISSINA(V脱nza但 .15ω-dopo1'回8)

“Sacri査ori' in<libro quarto> di Tsone LEONI 
偽nezia16221九，-Kj)

<Compo出血.entiMusi個五>(Venezia1623) 

14) CaterinaASSANDRA (Pa吋a1佼殉-1609)

<M批泌出.op. 2>晶filano1鋭治)

Þ"D∞ se四phim"~臼ppellaA白血sia)

15) LuciaQU到 αANI(・路11う



血<A島抗iam位四i>di Marc'An加lilloNEG斑悦nezia

1611) 

16) se総出jaCACcn氾(1関 1-ca.l俊渇)
Au位ridiversi(!-Bc) t"Gia'可児問J咽在..aPrimav世a)

11)αau必aFrana配aRUSCA (1593 -1676) 

<saぽiCon田氏atia 1-5 v阻∞n品lmie C曲部坦

合間即sia 4...> (Milano 1630) 

t"Ga叫aOOga吋ioMagno" (Cappella Artem出a)

t8) Ch.iara Mar伊封踊COZZOLAl¥在(1鋭沼-ca.1677)

〈出mave四 de五ori:musi泊五〉品四ano1640 I Jost) 

<Con回出・組出 a 1・4 杭犯i∞Ifluna M間風 op.2

>(venezia 164-2) 

t"BoneJ倒1，:IDnsamoris"白血伊通関t)

<&カerzidi sacra melodia a v(服部Ja， op.3> (花田t訟

1倒8)

〈品加ia8∞n田市ti.et2Ma伊述偲ta8…Motぬttie
必aJO悼i，op.3>(Veぽ垣al6l苅)

t"De抽出a必o回:ium"部1agr甜at)

19) Fran田僚主主CAMPANAC国 .16部・1侃5)

<Ariea 1・3voci>侶oma1629 II-Bc) 

20) Leonora BARONI部品n加w161l・ 1670)

21) Marie組協auSinaP阻OLI付随肘
<BaJle凶et白，rrentia 2 violini et violone aggiunta 1a 

spine組>(Ve脱出1665/1-Bc) ※対生初崎操曲

t"CωrenteSe∞nda"札aPr泊a鴨周)

泣)B訂胎raSTROZZI (Venezia 6.8.161:官・低1664-)

<ll primo libro di mo金事五a2・5Viぬ， op.l可児n回 a

1644 1 l-Bc) 

.T"Q四時evolOO"ιa鴨ne語ana)
<0飢同te，ariette e d田 tti.， op.2> e祐配zia1出11 
GB-B為的

<Can回te町je抗ea 1-3 voci， op.3>偽nezia1654 / 

GB-BM/A-R) 

<1回目imu必四亙a島組，op.5> (Venezia 1出5/PL-WR)

<Ariet飴a明鴎田弘op.6>偽n田治1邸7)

<D和式edi Euterpe 0四m也蜘teearie枕ea夜間部k
op.7>偽m血 16担任直PES)

<Arie， op.8> (Venezia 1邸4)

お:) Isabella LEONA即 IA (Novara 6幻 620

25.2.1704) 

〈脇100枕i..libroprimo a 3 vosi， op.2>価回o1665 I 

l借り

くSacri∞n田氏ia1-4vぬ，op.3>邸盟国10167ω
<M的 aesalmi，∞lnartati. e a cappella ∞nおなomenti
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ad libitum a 4 vぬ e2v拙U，op.4>悩lano1674) 

<Mote紘ia 1椛lOOe2vお訟ri， op.6>偽n位 ia1676 I 

I-Bc) 

<Moootti..oon 1e肱aniedella胎atave増田a1-4voci 

e 2 v:iolini， op.7:司J30logna1677) 

<VE部proa del1a beata ve増nee motetti∞問自tia

1・4vぬ，op.8> (13010伊a16781壬Bc)

<Mo除勧i∞n加盟 dellabea恒 ver伊lea4vIぬ，
叩.10>包但anol鵠4)

.T" Ave Regina C但lorurn"(CappellaArtemおお)

<Mote甘え制御制a，op.ll>侶ologna1似 11-Bc)

〈蜘tettia夜間関Ja，op.l2>旬。均la1鰯)

<Mot港出a1・3voci e 2 v:io益出，op.13>在k>logna1飴7)

<Mote出 a吠脱却Ja，op.l4>侶ologna1687/1-Bc) 

<Mote出a吹胞団iIa，op.l5>侶何回1翻 11-Bc)

<Sonate a 1-4:is加 menti.op.l6>勧llogrla16931 I-Bc I 

A-R) ※女笹拐の出版ソナタf協

t"Sona恒 duodぬmainDm担α恐 per1 violino e 

b.c."侶:iz甜 ieArm凶che)

<Motetti a voce sola， op.17>在k>1略国1695/I-Bθ
<M甜闘∞n偲此aOO∞ns位omentie motetti. a 1-4 voci e 

2吋olini，op.18>在k>1暗闇1的8/1-Bc)

<Salmi倒 lard拍.ti.a 4 voci e 2 viO:並立 op.19

〉侶ologna1側

<Mot怠t土lavα氾船，1ae 2 vio1ni， op.20> (Bol~戸a 17∞/ 
I哉)

In <'Thrzo libro de阻 cri∞nanti.>diG槌卵白CAS沼1
4込nezia1&鉛〉
24)お1伯尚aBE問。(Venezia但 .1併3耐低1715)
<ProduzioniArmoIricbe>(Par.is 1697・1701/F-BN)

t"Lamenωdella砲事le"包国arie町四国che}

<E...l"COle ama臨，宝eDeum， Dive抗出enむ')>{P;紅お

171ぴ7)

お)c恒国liaMaria Caterina C.証..EGARI偽 rgamo
l鎚4-Milano l!低湿f64)

<M蜘耐avoce回i1a>U部9)

<Ma，命事1ee但 nzonettea voce剖la>

<Ma記伊lia2v悶〉

<M銭面saa6v∞i∞nins佐U血enti.>
<VE目:priperu田 dellere.場加e>

26)工船間活aCALEGARI (. 1687.) 

<Mottetti a una， due e tre v田i∞nviolini e田nza>
侶010伊al'儲，7)

<Mo坑etti.a V(胞団lla>侶o1ogna1695) 



<Mottetti∞沼田町atiapiu'vl但〉侶ologna1695) 

27) M紅iaXaveria PERUCORA G国 .1652. dopo171ω) 

<Sal出∞n提出ide mote土tia 1-4 v羽 parte∞n

吋olini...opera prima>白日創101675/1'Bc)

28) M世 la町田1田記aNASC品ffiENI仇n∞阻1658う

<Canzonie maむ増減imorali e spirit田且 a1・3voci 

〉仏n∞na1674) 
1n <Motetti a 2 e 3 voci> di Scipione LAZZARINI 

仇n∞回路74主

舗)R随aGiacin:阻BADALLA(ca.1662-此1715)

<12Mo総出a資問的!Ia>偽邸周1槌4)

t"O Serene p甲道ae"(C勾Ipe11aA自由sia)

却i)Bian但強対aMEDA(1叩.16邸 -pc成 171∞〉

<M脱出a1，2，3e4v叩∞nv凶 nie能nza>03010伊a
Iω1) 

T"Cari musjci"侶，jzz紅ieAr担。国che)

31) Ca町四Benedic出GRAZIA1氾NI(1倍。?・)

<S拙 ta宙開館白a岡 ioa4v凶∞n紺omentT

(0時NB)

<Oraな>riodi S.Gemigr国no鴨舵ovoe Protet旬間 de

Modona>(ms 1705/O-NB/Cl紅N創。
32) ca血illadeRO位置十17，ぴ7・1710)
<san担Bea祖 d官銃e>加s17iぴ71O-NBICJarNi阻)

〈型組crifiziodiAbramo> (ms 1708/0-NB IαarNan) 

<ll五gliuolp叫 igo>(ms17ω10・NB)・

〈偽批:A]e邸び〉出s1710/0・NB)

<Can泊taa 2， Dori e Filenび>U)resden -SじB)

器)MariaMぽgh目社aGRIMANI(・1713困 1718)

〈制1adee油成e>出s1713/0畑)

くLadecoJJazione di S部 Giovanni>Bat樋旬令国 1715

/0・NB)

<La討尽担ZIor副edeS組組盟副be伽:>(ms 1718 I 
O-NB) 

34)島油田配aCUZZONI (Parma 17<∞. Bo1ogna 
1770) 

<llPaJJa必oCon館 1明白〉札ondon1742) 

ここに挙げた女性作鈎家の出身およて用分を分類して

みると、主に修道女、芸術家の家庭に生まれ育った者、

また貴族・有調曙級の女性達に分けられる。

ll.出身・身分

1 )修道女 ( )内i玄女子甑麗競

C.SESSA (S.Maria Annun由也)， R&V.ALEσTI'I 
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CS.Vi加IFen官 a)，S.CESIS侶.Agr.湾出10川ゐdena)，

L.O.VIZIA1'IT侶.臼お也laI Bol~戸8)， CA'3SANDRA 

CS.Agata llomello) ，C.S邸 SA侶.MariaAnnuncia抱

/ Milano)， C.MCOZZOLANI包b科書3凶aI Milano)， 

C.F.RUSCA侶.Ca胞rinaI Milano)， 1.LEONARDA 

侶.白羽，la/ Novara)， C.CALEGARI侶.Margheri組/

路1ano)， L.CALEGARI (S.印船llaI勘logna) ， 

班X.PERUCORA侶.0悶 lla/ GaJJiate)， BM.MEDA 

侶為f.artino訟LeanoIPadova)， RG.BADAILA 

2)芸術家の嬢・妻

V.ARCBILEI (音楽家Aアルキレイの妻)， AB.BASILE 

儲人G.B.パジーレの妹、カラプリアの貴族抵パロー

ニの妻)， F.CACαNI(音楽家G.カッチーニの娘、音

楽家G.B.シニョリーヱの妻)， S.CACCIl'証(音楽家G.

カッチーニの娘、音楽家Aギヴィッツアーニの妻)，C.C 

Mτ児沼A (音楽家 C.モンテヴェルディの妻)， 

L.BARONI也B.BA釦 Zの娘)，B.STO昭 ZI(詩人

G.ストロッツィの掛，F.CUZZONI(ヴァイオリン奏者

Aクッツォーニの娘)

3)貴族・有産階載の出身 *印悦鑓女

P~仏SSA郎NGffi， L.ORSINI (セーニ公爵夫人)， 

R&V.ALEaπ'1* (フエラーラ・ヱステ家アルフォンゾ
E世の宮廷の建築家の娘)， C.S盟諸A*，S.C邸国て

L.o.VIZIANI合(ボローニャの貴族)， C.F.RUSCA， 
CM.COZZOLANIてI工.EONARDA(法律家G.Aレオ
ナノレダの娘) ， c‘CALEGA斑，*B.抵，MEDA*，
ABEMBO (医者G.パドアーニの娘、貴族L.ベンボの

妻)

次に、被女達の作品を種類別に分類してみる。修道女

の中には世俗的芦楽曲を作っている者もし、るが、被女ら

が貴族や有産階級の出であることから、修溜誌で作曲法

を学んだのではなく、修道誌に入る繭こすでに趣味キ教

養のひとつとして作曲法を身につけていたと推謀tlする。

盟.作品分類

1)宗教曲(ミサ曲、オラトリ才、モテットなど)*印は

街宣女

R.ALEσITI*， S.CESIS竺F.CACαNI，L.O.VIZIANI*， 

Aτ官邸SINA， C.ASSANDRAま ， C.F.RUSCAて

C況 COZZOLANI*， B.SI官UZZI， I.LEONARDA*， 

ABEMBO， C.CALEGARI* LCALEG組 1*，

班x.PERUCORA*， MF.NASCIMBENL 

RG.BADAILA*， BMMEDA*， C.B.GRAZIANINI， 



C.ROSSI， MM.GRTh在ANI

2)世僻慣楽曲(マドリガーレ、カンタータなど〉

C.s回 SA*，L.ORSlNI， C.R.TINGOU， VALEαTF， 

F.CACCINI， L.O.VIZIANI*， L.QUINαANI， 

S.CACαNI， F.G品!1PANA， B.S'!百OZZI，ABE班BO，

C.CALEGARI*， 阻まNASCIMBENI， C.RO佳宣，

F.CUZZONI 

3)器楽曲

C.F.RUSCA，班M.P班OU，I.LEONARDA
4)歌劇

F.CAccn妊

最後に、現在イタリアにおいてこれらの女性作曲家を

研究、あるい陪彼女らの{怖を韻奏する注目すべき団体

と、お薦めのCDを挙げておく。

w.活動団体
FONDA垣ONE ADIill酒 C田TI:

h紘p:/lwww.donne担盟瑚ica.慣習f

クラシックだけに限らず、音楽全般において作曲家・

読奏家・音楽学者など音楽に関わる女性による音楽を促

進ずるべく世痢快活動を行い、高い樹齢務尋してい

る団依

必soαAZIONE EN額恐dBLE ISA国型A

LEONARDA: h枕.p:/1www必a加llaleonarda却

I.レオナルダに由来して名付けられ、主にバロック時

代の女性作曲家を穆f究し、演奏活動も行っている。

v.漬奏団体
CAPP宜LLAARTEMIS1J弘:

http:t.加ww‘偲ppella百 tem詞a∞rml
女性のみの声楽家、器楽奏者によって結成され、特に

ルネッサンスとバロック時代の女子修道院での音楽を演

奏している。

CD: fMo樹ti.Sp:油 .uili/S.CE部 J，境部a姐批aJ，

rc組出1elG記朗troJ
「鴻spriNa:凶izi/CM.COZ底)LANI!JぐrAGruS)

BIZZARR田 ARMONlCHE: 

h均 :/1ww械但P酔lla-訂 tem詞a∞凶

バロック音楽の演奏で大あ明面の高い演奏家によるグ

ループ:この2，3年イタリアにおいてこの時代の対空

作曲家に目が向けられる大きなきっかけとなった。
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CD : fDonne Bar町heJ (OPUS1l1) ， fArmonie 

Barocche ...!fre d∞nemmus担.-J(ORF) 

vlそα浦卸7)CD ()内民演賓室体およびいザ〈ル名
f Primo Libro de' Ma企制iI B.STR<:m亙J(La 

Ven田盟国/CANTUS)

iArias & Can:句協/B.STRC沼ZIJCLa Ri剖nanzaI 
G1asa) 

「古関ri del Piemonte vo15 / I.LEONARDA J 

(Cap凶1aS出血叫aJedi Novara /OPUSlll) 
fCon偲 I加 delleDonne J (La pr主navera/ Ligia 

日詳al)

fMessa P:桜花ha1eI C.M.βOZZOLANIJ CMa伊泊catl

思酪icaomnia)

f花時間 della Beata ~時国 I CM.COZZOLANIJ 

制ゑ伊査団.tl血国国omnia)

これらのCDに収録されている曲は、単旋律と通奏低

音の崎誠の物からより大規酔悦過まで多犠であり、

宗教作品も世静栴晶も変化に富んだ様式によって書かれ

ている。その作曲技法も同時代の期生作曲家に決して引

けを取らなし九

漬奏者も、繊細カり大E旦時に感情豊かな作品の特徴
を、イタリア的なドラマティックさを持って見事に再現

している。

日本においても、これらの作品や演奏カ輔衆の耳に触

れる機会が増えることを切に願うものである。

く参考文献〉

「ニューグローブ世界音楽大事典1C講談的

rWomen仁bmpc:閥均 :Mu蹴Tbrough白eAges，拘U&2J

(G.KHall&α斑場組lY)

fbonne in MusicbeJ (Pa伝説aA品insChiti. I ARMANDO 

EDITORE) 



2004年度第6国例会発表要旨

日時:2004. 9. 1 1 (土)9:∞-12:∞ 
会場:中野区女性会館研修室

統合+奇・ドイツ瀦t音楽のいまーく非対糊生〉

のゆくえ

藤村晶子ぬじむらあきこ)

本発表民統合から寸昔非を経たドイツ現代音楽の

動向を、 f非対糊生!としづ視点を導入しつつ考察する

ものである。これまで、 ドイツの現代音楽をめぐる言

説にはつねに幾つかの留保がつきまとってきた。その

多くは、二つの異なる政治体制下に形成された東西ド

イツの音楽が、それぞれ¢場機空間の相違を反映し、

相互に合わせ鏡のような道を辿ってきたという歴史的

経緯に依っている。 ドイツ統合は実関告には西による

東の経済能頗収であったが、文化面においては何がど

のように変容したのか。またそこに「刻出という要

素は、どのように関わっているのだろうかも

O.前提

まず、戦後ドイツの現代音楽がはらむ特異性を幾ら

カ詳らかにしておく必要があるだろう。そもそも現代

芸術は近~~培っT規範や価値観に対する懐疑、アン

チテーゼとして生まれたが、とくに音楽においては第

二次大戦後にさまざまな次元での解体が樹子したそ

の時点までの西洋芸術音楽を担っていた主たる主如土、

当然ながら、ヨーロッパ入、キリスト者、男性であり、

規範の桝村こいた他者と比非ヨーロッパ入、非キリ

スト者、女性である。およそ雑駁ではあるが、このよ

うな整理が可能だろう。つまり現代音楽とは、従来の

主体の領域に「他者jが侵入していく、元来が論争的

な現象なのである。

戦後のドイツは第二次大戦の戦争責任を厳しく問
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われ、その代償としてドイツ国家は東西に分断された。

f過ぎ去ろうとしない過去J(ナチズム)は大きな補擁

となって独特の文化的土壌を形成するにいたる。だが

その反面、過去への視線は東西それぞれにフィルター

がかかり、冷戦構造の対立を補強するようにも機能し

た。東ドイツにおいては fファシズム文化jとの対決

が至上命令とされ、ナチスドイツとは無縁という立場

が取られた結果~同時代にあっては社会主義リアリ

ズムの音楽が、また、 J.S.Bach.政蛾勘V阻，

R.&主u盟組nらfドイツの歴史白強童産j広樹婚が奨励

されることにもなる。 1960年代後半に入ると、西側情

報の遮断およ杭東侭出職人の屈し込みが行なわれ、東

の文化は孤立を深めた。他方、西ドイツではさまざま

な国脚色ネットワークの拠点がつくられ、ダルムシュ

タット夏期講習会のほか、各地の放送局、演調査依

音漂擦などを連携させた音喋謹営側:us.ikbe出e耐の
助成による新しい音楽市場崎リ出に力が注がれた。東

西の違いこそあ払それは fそれぞれのj現代音締主

戦後告会の中で一定の f樹立jをもち、市肢化してい

く過程であったということができよう。

1.銃合ドイツの竃面した問題

このように多元的な戦後を抱えた東西ドイツは

1990年に再統合されるが、それは f一つの国家の中に

二つの全く異なる構造をもっ担会を成立」注1させるこ

とでもあったそして 90年代のドイツ音楽界は、東

西間の f非対称性jの均質化へと向かう。戦後や東西

再編をテーマにした音楽祭がドイツ各地で開催され、

∞や出版物仰府も相次いた多くの音楽家が仁公

務員jであった!日東ドイツの受けた持撃はとくに大き

く、 CD製作や音楽祭は被らの延命策という一面もも

っていただが、東西の差異は解消されるばかりカヘ

むしろ断絶の深さが浮き彫りになっていくのである。

女性の問題も伊併ではなしL音楽の現場に関わる女

性たちの声としては、 1992年に7名の作曲家へのイ

ンタピュー集 Kompon説白血!l1der tk田!11M!凶設

が出販され齢、また1錦4年の雑誌Neue.&.必拍E甜

mer Mi磁訟の特楽 f女性と音楽Jには種々の音楽関



係者へのアンケートがなされている回(両資料ともに

恒搭7名のうち東ドイツ出身者は2名LI日東ドイツ

の女性音楽家たちはいずれも、これまで活動において

担差の不平等を感じることはなかったと述べており、

担会主義i棉j下に「少なくとも樹鮒・市践的には職

場における男女刻司参加がかなり進んでいたj出事実

を窺わせる。だが一方で、彼女たちは東ドイツ社会を

代表するエリートであり低u也 zecl泌n，作曲家、オ

ノレガエスト、ハンス・アイスラー音大教授、Romely

PIund，新プランデンブルク・フィルハーモエー音楽

絵霊議)、その活動も「東Jの内に聞い込まれた、かな

り限定されたものであったさらに、同時代の国勝守

な音楽語法は東ドイツでは 1980年代まで錦句に封印

されていたのであり、エリート音業家たちは良くも悪

しくもそのような現実に瀞芯しつつ、国内の「不平等J

IdJn担していた侭屈もあるはずである。しかし統合後
はそうし、った東ドイツ国内の非対朝牲は等閑視され、

あらたに「自由主義体制下での女性の〈不自由〉とい

う逆説j加さえもが母上した。 90年代半ばまでのドイ

ツi士、一筋縄ではいかない多議な差異が、複数の次元

で明らかになっていく時期であった

2. 1鈎O年後半以降o動向
発表では最後に、現在ドイツ語歯を主な活動拠点と

する若い世代の動向に鰍もた詳細は割愛するが、言

及した人々は下記のとおり。IsabelMunむy(作曲家、

1部説、AnetteSchluenz (作曲家、 1路4)、E舘ert

Moritz(作曲家、 1965)、Thomas Bruns (室内アン

サンプル・ノイエムジークベルリン主宰、 1関心、

Chrおtian K田ten(作曲家、パフォーマ一、 1部6)、

西風満紀子(作曲家、 1968)、0福a Neu同rth(作ぬ

家 1部8)、明真不問、数字は生年を表す)。彼らは「壁j

崩壊の填に学生時代を送っており、音楽に限らず世界

規模の情報が共噸包に受容可能になった最初の世代と

いえる。国籍、言語、性差、さらに音楽/演劇/美術

など既存のカテゴリーに拘ることなく活動している

人々も多く、その点ではまさに fボーダーレス(境界

なし)Jの思寵を一身に受けているかのようただが他
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方、し、まそ礎来の「東西Ji男女」とし、ったこ項対立構

造ではもはそ捉えきることのできなし糟騨力差異が、

国勝士会のあらゆる場所で顕在化しており、個々の状

況の周縁化はますます進んでいる。一見ボーダーレス

な音楽が、このアンバランスな現況とどう推言鞘切こ対

時し得るものか、気がかりである。

90年代のドイツカ2行なった戦後回顧とは、人々の証

言、史料、 t協再演などによる過去の再編成、つまり

「歴史化」の作業で、あった。それは並行して、東西簡

の差異キづ同勃牲を回収し、新たな制度化の地均しを

はかるものでもあった。私にはその「歴史化J作業の

道程が、回年前の「ナチスドイツの過去の克服jと二

重写しに見えるのである。制度への批判なき轡立は何

としても避けねばなるましもそのためにも、カテゴリ

ー内部の差異を精査し続ける必要がある。

く注>

(注1) 坪郷寛「菌民国家と新しい市民社会の狭間でJWヨ

}ロッパ=ドイツへ4の道』東京大学出版会、 1996年。

(注2)Komponis血nender Neuen Musik， Ber1in， 1部2.

(註 3) “Ging岨 arAuforuch ins u姶re? 17 Jahre 

Fra田u'Musik:Be眠伊mg“ 国:胎ue&.必氾hriftfuer 

Musik， 199414，8.10-16. 

(注4)fi中正昌樹 fドイツ語圏におけるジェンヂー訪問のパ

ラダイム転義JWヨーロッパ・ジェンダー研究の現在一ード

イツ統一後のパラダイム転換A(仲正昌樹範御茶ノ水書房、

気治1年)、 3司17頁。

(注5) 姫岡とし子 fドイツ統一十年とジェンダーJ上掲

書、 96・1却克

なお、発表では戦後ドイツの音楽情勢を概観する一助に東ド

イツ現代音楽年表と東西ドイツで活動する作曲家一覧を作

成添付したが、ここでは書慶させて部、た。



JH-X・ファランク生誕200年記怠

コンザート報告

小林轄にぼやしみどり)

当フォーラムの企画・主催になる「女性作曲家を聴く・

その6=ルイーズ・ファランク生誕2∞年ま捻コンサー

トJが、予忠量り昨年10月初日(封午後、東京文化

鎖倒、ホールlこて、義無く終了した

当日は朝からあいにくの空模様、またさまざまなイヴ

ェントが集中する文化的ハイ・シーズンに重なったこと

もあり、当初目論んだ「満席Jには至らず、実数およそ

360人程度の入りであったが、持了後のアンケートの回

収率もよく、そのほとんどが大変に好意的・積極動な賛

同の声であったことから、主催者自らが吐く言葉ではな

いかもしれぬものの、一応 f大成功j と記させていただ

く。

その第一要因はフバr-トの佐久間由美子、ヴァイオリ

ンの松原勝也を始めとする総勢 10人の演環海が、期待

通りの力量を発揮してくれたことにあろう。幕開けのフ

ルート三重奏曲こそ、私にはいささか遮すぎるテンポと

感じられたものの、続く五重奏(ヒ7ノ+弦4部)、六

重奏(ピアノ+管5部)、そして九重奏(弦4部+管5

部Jと、終結に向けテンションカ功同車度的に高まり、満
場が気持ちをひとつに聴き入ってし、るとし、う雰囲気が感

じられた。とくに九重奏曲は弦楽著和大小4種全部とホ

ルンを加えた木管5撞という、 9つの異なる楽器がずら

りと並碍誠が珍しく、視覚的にも訴えるところが大き

かったのではない治、他方、この九重奏曲のみ外れたピ

アノの長尾洋史の弾きぶりも実に鮮やか、フンメル+メ

ンヂルスゾーン+ツェルニーを混ぜ合わせたようなフア

ランクのヒ?ノ様式拘美質をf分に味わうことが出来た。
加えて、演奏者が終演後の雑談のなかで、「なんだかフ

ァランクにはまりそう!Jと言葉を掛け合う一幕もあり、

栴詰そのものを演奏の当事者にも喜んでいただけた語宏、

と意を強くした次第である。これを敢えて記したのは、

寄せられ対献の大部分方濃奏の輔らしさにもっぱら

心〔耳?J奪われたという内容で、作品そのものへのコ
メントが少なかったため、本コンサートの記長である「女

性作曲家を聴く」目的意識が、お客犠の中て守中暖味に

なってしまっていたのか、とIL;唖己になったからたもっ

とも、ファランクの個人様式に触れたわずかな発言の中

で共通したのが「ファランクは少しもフランス的ではな
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い、どう聴いてもドイツ的だ、なぜ?j というもの。こ

こでの fフランス的jという意味合いは、おそらくフォ

ーレやドピュッシ一流の議義的な特績を指していると思

才オLるが、1筋0年代に実質持な作創苦動を終えてしもフ

ァランクiこ、そのような様式感は当てはめられないとい

うことを、ご漕境率いただければ幸いである。

総計15の楽章から成るソナタ構成の4曲一実はプログ

ラミングの過程で、少し重く長すぎるのでは、という不

安が抜け切れなかった。しかし、演奏者カ鴇示部の繰り

返しを省くというオプションをとったことも手伝ってか、

退屈明記畏さをほとんど感じさせる間もなく終えられた

ことにホッと安培ー2時間半近くを想定していた演奏時

間がお陰さまで少し短縮されたので、これなら九重奏曲

からスケルツォあたりをアンコーノレすすZばよかったか、

と権やんでもみたほどである。

最後に、シリーズ企画を立てている以上、大まかなが

ら次回コンサートの予告をするのが筋であろうが、今回

出残念ながら、まだその状態になし、しかし「継続は力

なりj。女性の音雑告書脂拡を正しく認識することを通じ

て、男性中，乙、社会のひずみを正す一助にと願う私たちフ

ォーラムの志は、何らかぴ躍で次に受け継がれるi討 sで

ある。どうぞ辛抱強く見守り、サポートいただけるよう、

改めて心より末頼いした川

付記:当コンサート終了後、私の知る限り、新たにファ

ランク作過二つが日本圏内で演奏されている。一つはピ

アノ五重奏曲第二番ホ長調協31で、「田村宏p留守楽

新シリーズ 10(最終回)Jにて、岡山潔 (vn)、鹿村虞

積 (va)、河野郊百 (vc)、永島義男 (cb)という顔ぷ恥、

京路年3月20日、東京華街大学奏楽生このコンサー

トの前日に足を揖挫するというアクシヂントに見舞われ

た私は痛恨の極みながら聴きそびれてしまった。もう一

つは fブ/レートとピアノのための協奏的大変奏曲jで、

筑肪年3月12s、西荻窪勤労福組会館にて、永井由比

釦と山内のり子旬)の組み合わせ。杉並区と同区女

儲車合団体が主宰、私が台頭にあたった f素晴らしい女

性作曲家たちJと題するレクチャー・コンサート砂一環

である。言緒<五重奏曲>は f日本初演jと明記されて

いたが、後者<大変奏曲>も楽譜怯公刊されておらず、

α3も皆帯司フランス国立図書館所蔵の手書き譜を用い
ての演奏であったから、もちろん日本初演に当たろうし、

ひょっとしたら〔作曲者の没後における〕世界初演ぜあ

ったかもしれなしL



fDonne in MusicaJと

「女性と音楽研究フォーラムJ

西阪 多恵子(1こしざかたえこ)

昨年12月、 ドンネ・イン・ムジカより、当女
性と音楽研究フォーラムに世界音楽フォーラム

(2005年 10月ロサンジェルス)参加の呼びかけ
がありました。「通信jでお知らせしたので、ご

記穫の方も多いでしょう。ドンネ・イン・ムジカ

の正式名称はFondazioneAd恒nsChiti. Donne 
inMusica (以下DiMと略)、 1978年に声楽家・
音楽学者のパトリシア・アドキンス・キティによ

って創設されたきわめて意欲的な「財団Jです。

そして当フォーラムはその国際名誉委員会の一

員とされたのです!いったいどうして?と思わ

れるでしょう。

4年程前、 IAWM国際女性音楽連盟メーリン

グ・リストに投稿した際、 D品在会長アドキンス・

キティ氏から臼本の「音楽における女性j関係の

組織について問い合わせを受けましたので、当フ

ォーラムと日本女性作曲家連盟について簡単な

情報を送りました。その後 2，3度メールを交わ

し、音楽祭の案内などがDiMから小林代表や私
のアドレスに届いたこともあります。とはいえ、

昨年 12月、当フォーラムが D品在の国際名誉委
員会のメンバーと認められ、 D品在の企画への参

加やウエップサイト上でのニュース掲載ができ

るとの知らせを受けたときには、驚き以上に釈然

としない思いがしたものです。希望したわけでも

ないのt;:...と。やがてDiMのパンフレットや関
係書籍が送られてくるにおよんで、金銭的な面で

の不安も湧いてきました。そこで、なぜ私たちが

国際名誉委員になったのか、問い合わせたところ、

その答えはーーとりあえず胸をなでおろしつつ

も、複雑な思いにかられるのですが一一「国際名

誉委員への招鴨は、ここ何年間か貴団体のはたら

きに注目した結果、当財団との互いの協力を推進

するために財団理事会が決定したものです。貴方

の義務は唯一、国際名誉委員会のメンバー全員が

署名した使命にできる限り従うということであ

り、出費にはおよびません。私たちのネットワー

クにょうこそJ

この「使命j とは、 DiMのウエップサイト

www.donneinmusica.o皿、に「私たちの使命Jと
して日本語を含めて 18カ国語で書かれているも
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のです。地域や時代、ジャン/レを間わず、女性に

よるあらゆる音楽の促進をめざすというその内

容もさることながら、さまざまな言語のヴァージ

ョンを掲載するという姿勢そのものがDiMの国

際性を象徴するように思われます。私たちフォー

ラムへの眼差しと呼びかけは、きっとその延長隷

上にあるのでしょう。

創立以来、音楽祭、コンサート、シンポジウム

などの開催、ラジオ・テレビ番組の製作、研究出

版など多故にわたる活動を続けてきたDiMのネ

ットワークは現在 116カ国に及んでいます。非営
利文化組織である DiMは、ユネスコ国際音楽評

議会、欧州音楽評議会のメンバーで、あり、またイ

タリア内外の行政機関等と協力関係を保ち続け

ながら、活動経費をすべて寄付や助成金でまかな

っています。もちろんこうした諸団体・機関との

関係は、財源獲得のためだけではありません。昨

年は欧州議会に対し、非営利組織への資金提供の

不透明性について疑問を呈した結果、欧州の「音

楽における女性j組織すべてがその申請資格を得

るといった成果を挙げたそうです。(わが日本で

も、科学研究費の性別による偏りが指摘されたば

かりですね…)

D品在の出版物には、西洋音楽における女性の

歴史を概説したDonnein Musica (1982)、11世
紀から 17世紀までのイタリア女性の創造をとり

あげた論文集Unavisione diversa (2003)、18
世紀後半のイタリア作曲家コッチアの研究

Maria Rosa Coccia CCandida Felici著 2004)
があります。(いずれもイタリア語。後者2点は

英語の要約付)

今後、女性と音楽研究フォーラムと D品在との

関係はどのようになるでしょう。多くのすぐれた

音楽家や音楽研究者に恵まれ、豊かな音楽文化を

享受しているはずの日本において、まがりなりに

も(?)DiMと連絡をとりあう組織が我がフォー

ラムだけという現状は、なんとも寂しい限りです。

音楽における女性組織として、日本からの発信や

貢献が乏しいのはどうしてなのでしょう。 D自在

の国際名誉委員という肩書きには今一つ実感が

わかないのですが、当フォーラムの充実と発展が

国内外の f音楽における女性jの意識を高め、協

力関係を築いていくよう、願わずにはいられませ

ん。

付記:DiMの国際名誉委員についてはフォーラムの承

認を得るべき事柄と思われます。近々の例会であらた

めてご報告し、ご承認願いたいと思います。



ニュース説!弘
• rピアニスト=コンポーザーとしての女性
たちJ-コンサートのお知らせ
国立音楽大学創立 80周年記念事業の一環
として、当フォーラム代表小林縁企画・構成

による「ヒ。アニスト=コンポーザーとしての

女性たちーデ、ュオ作品をめぐってj と題する

コンサートを次のように開催します。

日時:2005年9月30日 (金)18: 30 
会場:国立音楽大学講堂小ホール

出演:河村初音{ピアノ)/三木香代(ピアノ)

企画構成・お話:小林緑

プログラム

第 1部連弾作品:A.ピーチ<夏の夢>op.47、
Rメンデルスゾーン、 M.ジャエノレ作品ほか
第 2部二台ピアノ作品:C.シャミナード<
アンダンテとスケルツェッティーノ> ほか

チケット:一般￥2，000 学生￥1，000(全席
自由)

チケット取り扱い:電子チケットぴあ

0570・02・9990/国立楽器北口本店
042・573・1111/国立楽器音大詰
042・535・9518(学生券は国立楽器音大庄のみ)

園 女性作曲家作品をリクエスト!

またまた IAWM国際音楽女性連盟の話題。
今年初め頃から、メーリングリストで、ラジ

オの音楽番組に女性作曲家作品をリクエスト

しようというキャンベ}ンが始まりました。

例えば「今選はイザベッラ・レオナルダをj

との唱道委員会のメッセージとともに、リク

エストの文章例が掲載されるのです。こんな

具合一拝啓 イザベッラ・レオナルドの作品

をお願いいたします。このイタリア笹道女

(1620-1704)の作品はCDやLPになってお
ります。もしもお持ちでない場合は、 IAWM
のウヱブサイトwww.iawm.orgをご覧になり、
他の女性作曲家の作品をお聴かせ下さい。

現存作曲家の作品の情報はサイトの「メンバ

ー頁Jへ、歴史的女性作曲家の作品について

は、「教育j次に「リソース」をクリックしま

す。どうぞよろしく一一ー というわけで、作

曲家の一口情報も IAWMの宣伝も兼ねての
リクエスト。当の作曲家の CDがなければ他
の女性作曲家を、と簡単に言ってしまうとこ

ろは、あれ?!という感じもしますけれど、

こういう場面で、女性作曲家なら何でもいい

のか、などと考え込んでいては事は進まない

のかもしれません。個々のリクエストには直

接応じられなかったとしても、同時期にさま

ざまなラジオ局に女性作曲家作品のリクエス

トが寄せられることによって、女性作曲家作

品への認、識が広まっていくのでしょう。ちな

みに、放送関係の情報で目立ったものとして

は、リリ・プランジェ作品の 5日間にわたる
特集番組(毎日 1時間、 BBC)、ブアニーサ
ンデノレスゾーン 2回連続特集番組 (1回 1時

間半、CBC)などでしょうか。(いずれも 2005
年 1月)

圃 ラトピア現代音楽
現代ラトピア音楽のコンサートが今年9月

23s，武蔵野市民文化会館において昼夜に渡
って開かれます。主催のゼメネ音楽企画によ

ると、ラトピアは女性の活躍が著しい社会で、

大統領も文化大臣も国立学校の校長先生も

女性、作曲家や音楽関保団体の代表者なども

女性の比率が高いそうです。さらにラトピア

が誇る 3大文化人はすべて女性 一詩人ア
スパジヤ、文学者ゼンタ・マウリニャ、そし

て作曲家のルーツィヤ・ガルーターとのこと。

主催者のご好意により、ガノレータ他3人の女
性作曲家の作品を含む本コンサートに、当フ

ォーラムのメンバーを招待して下さるそう

です。ご興味のある方は事務局までご連絡下

さい。

く績集後記〉
第5号のお届けが大変遅くなりましたの諸般の
事情の中、無事刊行できただけでも大きな喜び

です。「継続は力なりjo (市J11・西阪)
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